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 Ｚ会進学教室 葛⻄通信 12⽉号 
 葛⻄教室に通う本科⽣の皆さんは、以下の四点を⼼がけるようにしましょう。 
 １ 進学塾に通う中学⽣としての⾃覚を持つこと。 
 ２ 信頼の⼟台となるあいさつをきちんとすること。 
 ３ 書くことを⼤切にし、ノートをしっかりとること。 
 ４ ⾃習室を上⼿に利⽤し、⾃分で考えてもわからないことは遠慮なく先⽣に質問すること。 

                葛⻄教室の先⽣の声をお伝えします。 
               

 「受験⽣への応援メッセージ」    
   
  今⽉の葛⻄通信では、葛⻄教室の先⽣⽅より、受験⽣への応援メッセージをい 
 ただきました。早い⼈では1⽉中旬から受験本番。皆さんとても緊張していると 
 思います。⾃分はやるだけのことはやった、と⾃信をもって⾔うことができます 
 か︖これでもかと⾔うくらい受験勉強に打ち込んできましたか︖この冬、もう⼀ 
 度踏ん張りましょう。まだまだできますよ。「⾃分を信じて」とよく⾔います 
 が、試験当⽇に信じられる⾃分でいるために、今はできる限りの努⼒をする時で 
 す。以下は、これまでずっと勉強を⽀えてくださった先⽣⽅の、あたたかくて元 
 気の出るメッセージです。 

 国語 ⻑妻美恵先⽣ 
 今⽇のあなたはどれくらい勉強しましたか。よく⼿を動かしましたか。間違えた問題を理解するまで粘り強く 
 考えたでしょうか。考えてもわからない問題は先⽣に質問しましたか。ちゃんとやったよ︕と振り返ることの 
 できるあなたなら、昨⽇よりも確実にできるようになっています。明⽇はさらにできるようになるでしょう。 
 ⼊試が始まってからも、このやるべきことに変わりはありません。 
 早い⼈は⼀⽉の中旬から⼊試が始まりますね。⼈⽣最初の⾼校⼊試は緊張するかもしれません。でも、合否に 
 直結する本番の試験を経験することで、机に向かうあなたの危機意識はいい意味で⾼まり、集中⼒や理解⼒が 
 格段にアップします。⼊試と⼊試のあいだこそ、受験⽣が最も伸びる時期です。この時期の⼀⽇が持つ学習の 
 密度は、それまでの⼀週間分にも匹敵すると⾃分の経験から思います。間に合わないなどと焦り悩んでいるこ 
 とほど、もったいないことはありません。今その⼿を動かし、⼀緒にがんばらせてくださいね。 

 国語 ⼩林哲也先⽣ 
 その時になすべきだと思うことを実⾏せよ。実⾏したことは必ず検証せよ。検証したら、次に進め。健闘を祈 

 ります。 

 国語 K.Y. 先⽣   ぱにゃにゃんだー︕ 
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 国語 丸⼭暁先⽣ 
 ①時間配分の確認︕ 

  練習してきた過去問と同じ時間配分でいけそうか、まずは確認。 

 ②いつも通りの印つけ︕ 

  ⻑⽂の要点、問いの注意書き、選択肢のおかしい部分には必ず印。 

 ③傍線部の前後に注⽬︕ 

  傍線部だけで決めないで、その前後にある⾔い換えや対⽐を探してから考える。 

 今まで学んできたことを信じて、この３つを徹底しよう︕ 

   
 国語 中島敏宏先⽣ 
 「刮⽬相待」 

 「⼈は短期間でも⼤きく成⻑し変わることがあるから、⽬をこすって相⼿をよく⾒て判断せよ。」という⾔葉 

 です(「三国志」より)。今まさに成⻑し続けている君達に、この⾔葉を贈ります。同時に、これから君達が臨 

 む⼊試本番においては、⽬の前に現れる"相⼿"、すなわち試験問題をしっかり⾒て正しく判断し、正解に⾄っ 

 てほしいという気持ちを込めて…。 

 数学 S.S.先⽣ 
 タイムマシンに乗ってちょっとだけ未来へ。 

 2025年3⽉。 

 1⼈の中学⽣が泣いています。 

 どうやら⾼校受験で志望校に合格できなかったようです。 

 その⼦は、なぜ泣いているのでしょう︖ 

 悔しいから︖悲しいから︖ 

 どんな⾔い訳をしているでしょう︖ 

 何を後悔しているでしょう︖ 

 時は戻って2024年12⽉。 

 ⾼校受験はもう⽬の前。 

 とはいえ、まだまだ時間はある。出来ることはある。 

 3ヶ⽉後に、悔し涙は流したくない。嬉し涙といきたい。 

 ⼼配の種、不安の種を潰していかなくちゃ。 

 さあ、これから何をしよう︖ 

 数学 Y.M.先⽣ 
 いよいよという時期になりましたね。 

 ⾊々な感情が交錯していることと思いますがそれでも、今、いつも通り学習できていますか。 

 みなさんは試験当⽇まで、さらにはその先もずっと成⻑し続けることができます。 

 それを最後まで続けてほしいと思います。 

 みんなでわっしょい。 
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 数学 齋藤篤志先⽣ 

 ⾃分の⼒以上のものを出そうとすると緊張してしまうので、当⽇は今までやってきたことを解答⽤紙に粛々と 

 書き出してくる”作業”だと思って臨もう。 

 数学 中村未来男先⽣ 
 ゴールまであと少し。悔いを残さぬよう、全⼒で頑張って下さい︕ 

 数学 津⽥博之先⽣ 
 受験当⽇まで残り少なくなってきました。受験は諦めたときが負けです。「絶対に第⼀志望に受かってみせ 

 る︕」という気持ちを持ち続けて、最後まで粘り強く苦⼿分野を克服していきましょう。勝利の⼥神は必ずや 

 微笑んでくれることでしょう。応援しています。 

 英語 ⼭浦美⾹先⽣ 
 まずここまでやってきたご⾃分をねぎらってやってね。 
 「よくやった。最⾼︕」って。きちんとほめて。 
 これからの⼈⽣、約束して。⼈とくらべないこと。 
 過去のご⾃分とくらべてここまでよく進んできたと評価して。 
 つらい時こそご⾃分をほめながら「⼤丈夫。」と⼀歩ずつ前へ⾏きましょう。 
 あなたはこの世で唯⼀の⼈です。⼤切にしてください。 

 いつも祈っています。    

 英語 ⿊磯直⾏先⽣ 
 失うものは何もない。とにかく前へ進むのだ。最後まで気を抜かずに取り組んでください。    

 英語 I.N.先⽣ 
 今年の葛⻄教室の中３⽣は、コツコツと努⼒できるタイプが多く、感⼼していました。 そしていよいよ⼊試本 

 番を迎えることになります。 それぞれの能⼒の限界に近い学校に挑戦するわけで、結果に不安を感じている⼈ 

 も多いと思います。 合否は「神のみぞ知る」ですが、これまでに積み上げた勉強量は疑いようがありません。 

 しっかり寝て（睡眠は⼤事）、実⼒を出し切ることだけに集中して⼊試を乗り切りましょう︕ 

 英語 堀江聡先⽣ 
 予想される英作⽂のテーマは、まず⽇本語の内容として遜⾊のないものをいくつか書いてみて、それを英訳し 

 てみること。陳腐な内容では上位校で得点を望めない。 

 理科 齋藤⻯⼀先⽣ 
 ⼀問でも多く解けるように準備しておいた⽅が良い    

 社会 恵下武先⽣ 
 健康に留意して、本番では1点でも多く得点を取れることを願っています。 
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